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　　　C－21　時代表裳の構成(￥ニ報)－サイドレヌ，ガウン)tっ丿‘てー－

　　　　　　三島学園か大家玖　金網ゆさ手　十%美免孚　○佐々末ま^子

　B的　前回はサ-f 7ラスの復元μより　当時のμ質　形態構逢又こin 色迪I

宗教的社食背景　生ﾗ舌様式等　ﾉ3 世紀初期における蒔ｲﾍﾞ衣裳の捧成左^嘸した

　ゴシ，ノとかrれうこの時代の建努が｀いわれるように力学的効鳳μうみまい^合理

性八新↑こ以ぺ間性に内面的な影零＆ぷ之　被阪^ヽaでも速噪ﾋiBi U冷ヽ理催鳶載IT と

いうわで表現？れ．よリメヽ体的に　より美的に'^展してくる　今回1^ 1 の過羽.,＝Aべ

サ-rドI- 入ガウ-･右とり馮げ植践き今にﾚﾆ馮察しu.

　方汰　中せにみヽ? る彫刻　絵，・　眼飾史およLベフランス史郎博物勿にみ･けb戸博撮

影r^-ど左資料とし　又前回＼＝み吋彊元め製作方法扇衣状鯨-^とヽを参かこ復元レた

ご'B徊χの前質よりー゛で　そゐ感じ･ を出^ 7こめlこ　コ; ･Lデりi 紫地ダヽ嘱地う-
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　サイドしスガウンは　緑地に毛皮戻め軸<･･"リヒ　糾はをのしし呼う略し　嵐加は

りしソーを強調^ 2. t--め.txを用い了こ．

　紺栗　アミアン本寺め一年の< うしり刀め　･しーアii･夷術館ri ご敏ヅra-い資利1こ41

うれ>衣裳に人体美表現へ,ﾀ･ヽｔ化の^ヽとがみやれ　り時゛たくぶV 美的A現にがあす

３とチIこ今回の復元は時代衣裳の構戌を単昧深< ?里阿リせうアこめ　今後の掻峯に役

±-つものと毘ヽわ収る　なみ今後更に計究含純けj)日的て現在次・ヽn元を摯作中rぷi

　　　C－22　古代(繩文時代）の編みについての一考察

　　　　　　実践女子短大　樋口富枝　○船崎恵美子

　目的　編み物（手編み、機械編み）が装飾的編み物から実用的服飾全般にとりいれ

られ型紙使用の編みまで普及し進歩している。明治以後に輸入された編み物( 西洋編

み物）が日本婦人の手先の器用さが役立ち家内工業的にも発展をみているが、古代の

編みについては多くは知られてい力:い。織物が作られる前の組み、そして編みがどの

様に作り出され生活の中に取入れられ、現在の編みに残されているかにつき考察する

事を目的とした。

　方法　古代の植物遺物皆無といわれているので実物による考察は望めない為文献に

より史的立場から退求をこころみた。

　結果　衣服の形については土偶より推測ができる旗材料については知る事はできな

いが､狩猟生活社会といわれていたこの時代は毛皮を着用していた事は、針の遺物から

みても推測できる。即ち接ぎ合わせる技術が存在していた事がうかがえる。結びはそ

れ以前から使われ狩猟用具、農具､の中にもみられる。

植物採集生活から農耕生産生活に移り植物材料の使用が多く、太さの変化、撚る事に

よる強さを持たせ、材質によね組み、編みを変化し作られている。これらが日常生活

用具の中に多くみられ、現在でも民具民芸品として普及し保存されている。


